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北上市議会議長 高 橋 穏 至 様 

議 席 番 号  １１番 

北上市議会議員  三 宅  靖  ○印 

一 般 質 問 通 告 書 

今期通常会議において、次のとおり一般質問をしますから、北上市議会会議規則第

61 条第２項の規定により通告します。 

質 問 事 項  １．０次産業を活かしたまちづくりについて 

質   問   の   要   旨 
答 弁 を 

求める者 

０次産業とは、一般的には定義が定まっておりませんが、ここでは、山 

教育長 

 

市 長 

 

形県酒田市の離島・飛島で使用している定義「産業になり得る前の歴史文 

化の保存・継承の活動」という意味で使用します。 

 北上市には、国指定を初め様々な史跡や重要文化財など歴史的資産が沢 
山残されております。これを保存、整備、継承し、あじさい都市の推進や、 
地域教育力向上に活かしていく事を「０次産業」と位置づけてまちづくり 
につなげて行ければと思い、次の３点を質問します。 
（１）史跡等の保全活動について 

①市内の史跡等の保全、整備はどのように行っているか。特に、史跡そのもの 
 の保存状態や、標識、説明版などの破損状況などの点検と補修の実施状況は。 
 また、私有地となっている史跡等の保全、整備状況は。 
②保存管理計画や整備活用計画が策定されていない史跡等について、今後、策 
定する予定はないか。また上位計画への位置づけは。 

  ③２ケ所の史跡には未調査部分もあるが、追加調査の予定は。 
（２）歴史的資産の活用について 

①地域づくりへの活用の実態と課題は。 
②地域の史跡等を小中学校の授業等でどのように活用し、課題は。 

  ③平成２８年の大学センター試験問題に「伊達藩南部藩境塚」が取り上げられ 
   たが、これを地域や学校教育に活用していく考えは。 
（３）０次産業化と情報発信について 

① ０次産業の拠点として、例えば新しい博物館を拠点とする考えはないか。 
②ホームペ―ジ等における史跡等の情報発信は、今後どの様に行っていくのか。 

 

 

＜記入上の注意＞ (1) 質問事項１件につき一般質問通告書１枚の使用としてください。 

         (2) 質問事項は一覧表にして配布しますので明確に記入してください。 

         (3) 質問の要旨は箇条書でも結構ですから具体的に記入してください。 


